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注　意

受 験 教 科 等

中・高等学校共通　英　語

　　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。

　　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。

　　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。

　　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン等の使用及び不正行為をしてはいけません。

　　解答時間は60分です。途中退出はできません。

　　問題冊子のページ数は、20ページです。はじめにページ数を確かめてください。

　　解答用紙に、必要事項が正しく記入・マークされていない場合には、解答は全て無効となります。 

解答用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。

【2】の欄には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。

　　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。

　　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年又は平成30年告示の 

「学習指導要領」を表しています。

　　問題の内容についての質問には一切応じません。
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1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。各問に対して、

正答は一つだけです。各解答欄に二つ以上マークした場合は誤りとします。

2　「The answer is: 1 .」又は「解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、 3と解答

する場合には、次の（例）のように解答番号 1 の解答欄の 3 にマークしてください。

（例）
解答
番号 解答欄

1 74 02 851 3 96

解答上の注意

専　門　教　養

令和 3 年 7 月

60分
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Choose the most grammatically appropriate word or phrase from among 1  to 4  in 

order to complete each sentence.

〔 1 〕 Younger kids have acutely twitchy antennae when it comes to （ ） the 

anxious mood of the older people around them.  The answer is: 5 .

1　read

2　reading

3　be read

4　having read

〔 2〕 It’s not hard to imagine a future when scientists （ ） the problem we have 

using helpers from the natural world.  The answer is: 6 .

1　solved

2　solving

3　have solved

4　had solved

〔 3〕 （ ） many people are protected by sea walls or other defenses, such as those 

in the Netherlands, not everyone is.  The answer is: 7 .

1　When

2　Until

3　While

4　Since

〔 4〕 Smith’s novel offered American readers a small window into the daily life of a 

Japanese family struggling to make ends （ ）.  The answer is: 8 .

1　see

2　last

3　good

4　meet
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Complete each sentence by arranging the words within each {　　　} bracket.  Then 

choose the appropriate words to fill in the blanks indicated with numbers, such as 

（ ① ） or （ ② ）.  Answer the most appropriate combination from among 1  to 4 .  

Note that there is an unnecessary word among the choices for each of the sentences.

〔 1 〕 Students should not be excluded from opportunities to learn （ ） （ ① ） 

（ ） （ ） （ ② ） that they do not have the academic ability to succeed.

{　language / the / grounds / another / on / step　}

The answer is: 9 .

1　① language　② grounds 2　① another  ② grounds

3　① the ② language　　　　 4　① grounds　② language

〔 2〕 Errors that （ ） （ ① ） （ ） （ ） （ ② ） careful proofreading are 

generally considered less acceptable.

{　could / been / have / by / mistakes / avoided　}

The answer is: 10 .

1　① been　② by 2　① have ② mistakes

3　① have ② by 4　① mistakes　② by

〔 3〕 The interesting question now arises （ ） （ ① ） （ ） （ ） （ ② ） 

can use to make a successful display.

{　what / a student / strategy / as / so / to　}

The answer is: 11 .

1　① to ② a student 2　① so ② a student

3　① as　② strategy 4　① strategy　② a student

〔 4〕 The extent of the definition depends on the purpose of the paper, the level of 

familiarity your audience has with the subject, and （ ） （ ① ） （ ） 

（ ） （ ② ） an agreed upon definition of the concept.

{　which / the extent / there / is / of / to　}

The answer is: 12 .

1　① there　② of 2　① of ② is

3　① is ② to 4　① to　② is
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学習指導要領に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 中学校学習指導要領外国語の「英語」の「内容」における「言語活動及び言語の働きに

関する事項」のうち、「話すこと［やり取り］」において、言語活動を通して指導すること

とされている事項に関する記述として適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番

号は 26 。

1　友達や家族、学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する会話や説明などを

聞いて、概要や要点を把握する活動。また、その内容を英語で説明する活動。

2　簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで、イラストや写

真、図表なども参考にしながら、要点を把握する活動。また、その内容に対する賛否や

自分の考えを述べる活動。

3　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき、読み

取ったことや感じたこと、考えたことなどを伝えた上で、相手からの質問に対して適切

に応答したり自ら質問し返したりする活動。

4　社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき、自分で

作成したメモなどを活用しながら口頭で要約したり、自分の考えや気持ちなどを話した

りする活動。

〔問 2〕 高等学校学習指導要領外国語の「英語に関する各科目にわたる指導計画の作成と内容の

取扱い」において、指導計画の作成に当たって、小学校や中学校における指導との接続に

留意しながら、配慮するものとされている事項として適切なものは、次の 1～ 4のうちの

どれか。解答番号は 27 。

1　「論理・表現Ⅰ」は原則として、全ての生徒に履修させ、その単位数は 3単位を下ら

ないものとすること。

2　「コミュニケーション英語Ⅱ」は「コミュニケーション英語Ⅰ」を履修した後に、「コ

ミュニケーション英語Ⅲ」は「コミュニケーション英語Ⅱ」を履修した後に履修させる

ことを原則とすること。

3　「コミュニケーション英語基礎」を履修させる場合、「コミュニケーション英語Ⅰ」は

「コミュニケーション英語基礎」を履修した後に履修させることを原則とすること。

4　生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの

場面とするため、授業は英語で行うことを基本とする。その際、生徒の理解の程度に応

じた英語を用いるようにすること。
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